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昨年（2021 年）の 10 月から、真岡市内の小学

校で学習支援を始めました。担当している児童

は、ペルーにルーツをもつ小学校 1 年生の A さ

んです。A さんは、ほとんど日本語がわかりま

せん。そのため、学習支援は主にスペイン語を

使用し、校内の日本語教室に移動して実施して

います。

支援内容は、2 つに分けられます。1 つは、教

科学習の支援です。授業で解いたプリントやテ

ストのやり直しを中心に行い、教科は、主に国

語と算数です。国語では、漢字の読み方や書き

方を一緒に復習します。算数は、問題文をスペ

イン語で説明することに加え、絵や道具を使っ

て説明するなど、問題文や解答への理解に、少

しでも近づけるための工夫に努めています。

2 つ目は、日本語指導です。日本語指導は、野

菜や果物、動物などの絵カードを使用して、日

本語のことばを増やすサポートをしています。

A さんは特に、この絵カードを使う日本語の勉

強を楽しんでいるようで、嬉しそうに絵カード

を取りに行く姿がとても微笑ましいです。また、

覚えたことばを身近で見つけると、嬉しそうに

「つくえ！いす！」と私に伝えようとする場面は

とても印象的です。

A さんの楽しんでいる場面は、同時に私が

安心する場面でもあります。このように感じる

のは、通常学級ではとてもおとなしいからで

す。周りに、自分のことばで会話できる人がい

ないからかもしれません。しかし、日本語教室

に来ると、たくさんの笑顔を見せてくれるので

す。家で飼っている犬の話やお母さんに買って

もらった洋服の話、図書室で借りた本の話など、

たくさんの話をしてくれます。そのような、あ

りのままの A さんを見ると、日本語教室が A さ

んの居場所の 1 つになっているのではないかと

感じます。現時点では、日本語で会話をするこ

とは難しいですが、少しでも学校に通う楽しみ

をもってもらいたい、日本語教室がそういった

場所であってほしい、そんな思いを大切にしな

がら A さんに接しています。日本語を覚えるこ

とももちろん重要ですが、A さんが使える言語

で様々な体験や感情を表現することも重要だと

思い、今はスペイン語でのコミュニケーション

も大切にしています。

また、A さんの学習支援を通して、先生方の

サポートも非常に印象的です。それは、A さん

の担任の先生や日本語教室の先生方が、スペイ

ン語の辞書を方手に、あるいは覚えたスペイン

語で A さんに接している光景です。A さんだけ

が日本語の勉強に尽力するのではなく、先生方

も一丸となって A さんに向き合う姿からは、お

互いに歩み寄ることの大切さを実感させてくれ

ます。

毎回試行錯誤をしながらの学習支援ですが、

学校に通う楽しさを少しでも感じてくれるよう

に、この活動を継続することで貢献できればと

考えています。
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